
日立グループ議員団だより（1）

１．日立グループ議員団の一員であることの自覚を常に堅持すること。
２．政治活動は、日立グループ連合、日立労組の運動方針を基本とすること。
３．電機連合をはじめ、支援組織との連携に努力すること。
４．住民との対話を深め、地域活動を活発に展開すること。
５．常に研鑽に励み、清潔な姿勢を貫き、住民の信頼を高めるようにつとめること。

ホームページアドレス：http://www.hitachi-gr-giindan.jp/

　

第
44
回
衆
議
院
議
員
選
挙
は
ご
存
知

の
通
り
大
変
厳
し
い
選
挙
戦
か
つ
、
民

主
党
に
と
っ
て
も
厳
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
非
常
に
厳
し
い
選
挙
戦
の
中
、

大
畠
会
長
も
苦
し
い

選
挙
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
よ
り
、

見
事
６
期
目
の
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
支
援
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
般
の
厳
し
い
衆
議
院
議

員
選
挙
を
闘
っ
て
い
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
国
民
の
真
剣
な
議

論
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
４
月
か
ら
社
会
福
祉
法
で

市
町
村
が
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
特

徴
は
、「
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
」、

「
生
活
課
題
の
目
標
を
設
定
す
る
」、「
住

民
が
参
加
す
る
」、「
民
間
と
の
連
携
を

図
る
」
こ
と
で
す
。
こ
の
推
進
の
た
め

に
は
地
域
に
お
け
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
地
方
分
権
が
言
わ
れ
て
久
し

い
わ
け
で
す
が
福
祉
問
題
を
は
じ
め
、

種
々
の
分
野
で
地
方
の
役
割
、
言
葉
を

変
え
れ
ば
負
担
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
が
世
界
に
通
用
す
る
福
祉

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
各
界
・

各
層
の
意
見
を
求
め
る
意
味
に
お
い

て
政
府
が
ト
ー
タ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

給
付
と
負
担
の
水
準
、
公
助
・
共
助
・

自
助
の
位
置
づ
け
、
税
財
源
の
確
保

の
仕
方
な
ど
を
具
体
的
に
示
す
こ
と

で
す
。

　

一
方
、
私
達
地
方
議
員
は
地
域
の

方
々
に
地
域
福
祉
計
画
の
何
た
る
か

を
説
明
し
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
進
め
る
核
と
な
っ
て
関
係
機

関
や
団
体
に
働
き
か
け
る
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
モ

デ
ル
事
業
の
実
施
に
結
び
つ
け
ら
れ

れ
ば
最
高
で
す
。
こ
の
時
に
問
題
と

な
る
の
が
地
域
格
差
で
す
。
私
達
は

競
争
社
会
の
中
で
生
活
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
生
活
の
維
持
向
上
を
目

指
し
て
し
の
ぎ
を
削
っ
て
お
り
、
結

果
と
し
て
格
差
が
生
ず
る
の
は
当
然

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
は

競
争
し
な
が
ら
も
人
の
世
に
は
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
あ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

日立グループ議員団幹事長
横浜市議会議員（ソフト支部）　
松本　敏

●●　幹事長の主張　　幹事長の主張　●●
地域におけるコミュニティづくりを

セーフティネットの真剣な議論が必要

＜主な政策＞

「誠実・若さ・行動力」で活力にあふれ、
       安心して暮らせる大平町を実現します
＜千葉正弘氏の略歴＞
1977 年　（株）日立製作所栃木工場入社

1988 年　日立製作所労働組合栃木支部      

執行委員

1994 年　日立製作所労働組合栃木支部      

書記長

1996 年　日立製作所労働組合中央執行委員

2002 年　日立Ｈ&Ｌ労働組合中央書記長

2004 年　日立Ｈ＆Ｌ（株）冷熱事業部生産

技術部所属（現在）

　任期満了にともない９

月 11 日に投開票が行わ

れた大平町議会選挙にて、

千葉正弘氏（日立Ｈ＆Ｌ

栃木）がトップ当選を果

たすことができました。

　本選挙に寄せられた関

係者皆さんの真剣な取組

みに日立グループ議員団

としても厚く感謝し御礼

を申し上げます。

「
千
葉
正
弘
」

「
千
葉
正
弘
」
大
平
町
議
会
議
員
誕
生

大
平
町
議
会
議
員
誕
生

 　

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

当
選
御
礼

｢ 大畠章宏 ｣V6達成 !!達成 !!

日
立
グ
ル
ー
プ
議
員
団　

会
長

衆
議
院
議
員　

民
主
党
組
織
委
員
長　

大
畠   

章
宏

万歳三唱で当選を祝う万歳三唱で当選を祝う

皆
さ
ん
の
ご
支
援
で

苦
し
い
選
挙
戦
に
勝
利

　

今
回
の
総
選
挙
は
大
変
厳
し
く
、

苦
し
い
選
挙
戦
で
し
た
が
、
日
立

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
日

立
グ
ル
ー
プ
議
員
団
、
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
勝
利
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
支

援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
８
日
の
参
議
院
本
会
議
で

の
「
郵
政
民
営
化
法
案
」
の
否
決

を
受
け
衆
議
院
が
解
散
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
解
散
総
選
挙
は
郵

政
問
題
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
が
、

国
民
か
ら
み
れ
ば
郵
政
民
営
化
法

案
に
対
す
る
関
心
は
２
％
程
度
し

か
な
く
非
常
に
分
か
り
に
く
い
選

挙
と
な
り
ま
し
た
。
民
主
党
は
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
大
増
税
阻
止
」、「
年
金

等
、
社
会
保
障
の
抜
本
改
革
の
実

現
」、「
不
公
平
税
制
の
是
正
」
等
々
、

重
要
課
題
に
対
し
て
国
民
の
信
を

問
う
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
政
権

交
代
を
視
野
に
入
れ
た
戦
い
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
選
挙
情
勢
は
日
を
増
す

ご
と
に
「
郵
政
民
営
化
の
是
非
を
問

う
選
挙
」
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
を
利
用

し
た
小
泉
首
相
の
術
に
、世
論
は『
分

か
り
や
す
い
』
自
民
党
に
軍
配
が
あ

が
り
、
民
主
党
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
状
況
は
終
盤
ま
で
続
き
、
茨

城
５
区
に
お
い
て
も
相
手
候
補
が

「
一
歩
リ
ー
ド
」
の
活
字
が
新
聞
各

紙
に
掲
載
さ
れ
、
私
は
も
と
よ
り
、

選
挙
事
務
所
関
係
者
に
も
緊
張
感

が
一
段
と
高
ま
り
ま
し
た
。
考
え

ら
れ
る
事
は
全
て
行
動
し
よ
う
と

関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
働
く

仲
間
の
皆
さ
ん
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
最
終
場
面
で
の
力
強
い
支
援
行

動
に
よ
り
、
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

「
小
泉
旋
風
」
の
中

「
良
識
あ
る
市
民
の
勝
利
」

　

今
回
の
選
挙
は
、
小
泉
自
民
党

政
権
の
掲
げ
た
「
改
革
を
止
め
る

な
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
前
に
、
民

主
党
が
守
勢
に
立
ち
、
十
分
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
国
民
に
伝
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
津
波

的
な
破
壊
力
を
持
つ
「
小
泉
旋
風
」

の
中
で
、
序
盤
の
劣
勢
を
克
服
し

て
勝
利
で
き
た
の
は
「
良
識
あ
る

市
民
の
勝
利
」
で
す
。
お
か
げ
さ

ま
で「
７
４
，７
５
３
票
」を
得
て
、

小
選
挙
区
で
当
選
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
、
お
一
人
お
ひ
と

り
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
の
た
め
に
、

民
主
党
は
再
出
発
し
ま
す

　

さ
て
、
今
回
の
総
選
挙
結
果
の
責

任
を
と
り
、
民
主
党
岡
田
代
表
が
辞

任
し
、
17
日
の
両
院
議
員
総
会
で
、

43
歳
の
「
前
原
誠
司
氏
」
を
新
代
表

に
選
出
し
ま
し
た
。
立
候
補
決
意
表

明
に
お
い
て
も
、
そ
の
若
さ
が
輝
い

て
い
ま
し
た
。

　

超
弩
級
の
「
小
泉
旋
風
」
で
、

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
民
主
党

で
す
が
、
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る

場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
国

再
建
と
、
社
会
的
弱
者
と
国
民
生

活
を
守
る
た
め
に
、
前
原
新
代
表

を
中
心
に
一
致
結
束
し
て
、
引
き

続
き
党
組
織
委
員
長
と
し
て
行
動

を
開
始
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
な
お

一
層
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

日立グループ議員団に新しい仲間

民主党、
逆風の中

第44回衆議院議員選挙

ご支援ありがとうございました
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日立グループ議員団だより （２）

環
境
衛
生
に
か
か
わ
る
事
業

（
可
燃
物
収
集
、
可
燃
物
・
不
燃

物
処
理
、
資
源
化
促
進
、
し
尿
処

理
、
最
終
処
分
場
等
）
は
茂
原
市

と
長
生
郡
６
町
村
に
よ
る
広
域
事

務
組
合
事
業
と
し
て
、
総
事
業
費

年
間
45
億
円
（
平
成
17
年
度
予
算
）

を
も
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
可
燃
物
収
集
費
用
に
つ

い
て
長
生
郡
６
町
村
は
手
数
料
と

し
て
ご
み
袋
代
62
円
を
住
民
が
負

担
を
し
て
い
ま
す
が
、
茂
原
市
は

市
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
広
域
組

合
の
共
同
事
業
で
あ
り
な
が
ら
差

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ゴ
ミ
を
取
り
巻
く
環
境
問

題
の
深
刻
化
や
既
存
の
最
終
処
分

場
が
満
杯
状
態
で
あ
り
、
新
た
に

｢

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設｣

へ
の
事
業
費
負
担
の
発
生
（
総
事

業
費
38
億
円)

な
ど
で
運
営
に
一
段

の
厳
し
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

国
の
方
針
や
他
の
自
治
体
の
動

向
を
見
極
め
つ
つ
、
現
在
、
住
民

に
よ
る
ゴ
ミ
の
分
別
強
化
に
よ
る

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
や
排
出
量
の

削
減
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方

一
部
休
日
の
収
集
実
施
な
ど
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
対
策

を
図
り
な
が
ら
、
明
年
１
月
１
日

よ
り
30
リ
ッ
ト
ル
容
量
一
袋
50
円

に
統
一
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。（
茂
原
市
12
円
/
袋
↓

50
円
/
袋
、
町
村
62
円
/
袋
↓
50

円
/
袋
）

私
は
、
負
担
の
公
平
性
（
ゴ
ミ

を
多
く
出
す
人
少
な
く
出
す
人
）

や
ゴ
ミ
の
減
量
化
（
環
境
負
荷
や

処
理
経
費
の
低
減
、
最
終
処
分
場

の
延
命
）、
ゴ
ミ
に
対
す
る
意
識

改
革
・
３
Ｒ
（
リ
デ
ィ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
の

推
進
等
を
か
ん
が
み
て
、
や
む

を
得
な
い
も
の
と
判
断
し
て
い

ま
す
。
住
民
説
明
会
等
の
会
合

を
通
じ
て
理
解
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成 18 年 4 月完成予定の一般
廃棄物最終処分場
埋立容量　93,300 立方メートル
埋立期間　15 年間（平成 18 年
度～平成 32 年度）

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
の
促
進

可
燃
ゴ
ミ
収
集
の
広
域
一
元
化

市 政
だより

関　好治
茂原市議会議員（日立ＤＰ）

茨城県には、児童数が1,000

人を超える小学校が４校あり、そ

のうち２校が「ひたちなか市」に

あります。今回は私の母校でもあ

り、今年８月に増改築が完成しま

した、県内一児童数の多い「佐野

小学校」をご紹介します。

昭和35年に建設された「佐野

小学校」は校舎の老朽化が進み、

また住宅団地分譲による児童数の

増加（平成17年度新入生228名、

全校児童数1,186名）、低学年の

少人数学級編制などにより教室が

不足し、かねてより校舎の整備が

求められていました。

多目的トイレ新築された校舎

西野宮　照男
ひたちなか市議会議員（佐和支部）

みんなにやさしい
学校づくり

感
性
豊
か
で
思
い
や
り
あ
る
大
人
に

本年3月の改選（定数24）で新

人2人を含む５人（公明２、民主１、

共産１、無所属１）の女性市議が

誕生したのを受け、市内16の団体

で構成する北茨城市女性連盟主催

の｢女性議員との懇談会｣を開催

しました。

懇談会では、（１）教育問題、（２）

子育て支援、（３）青少年問題につ

いて意見交換をしました。（１）教

育問題では、凶悪犯罪の低年齢化

が進み、解決の糸口は家庭でのし

つけが基本であり、それには特に

母親の教育が大切。学校や幼稚園

の先生まかせは無責任である、（２）

子育て支援では、家庭・学校・地

域の連携により子育て環境を豊か

にするべき。学校の空き教室の活

用方法を考える必要がある、（３）

青少年問題では、青少年が集う健

全な場所がなく、夜にコンビニの

駐車場に集まりボール遊び等をし

ている。子どもばかりでなく青少

年の居場所づくりも急務である、

など率直な意見がだされました。

今後も、党派を超えた女性議員

のグループ活動は継続されます。

行政改革の推進力は、やはり市民

の率直な声であると私は考えます。

それには、男性、女性問わずにい

ろいろな世代の方々と対話する機

会を増やして、行政課題の解決に

努めていきます。

西野　英夫
北茨城市議会議員
（日立支部）

女性の視点で市政を斬る
市民の率直な声で行政改革の推進を

発言する女性議員（上）
真剣に耳を傾ける参加者（下）

今
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
静
岡

市
は
全
国
で
14
番
目
の
政
令
指
定

都
市
と
な
り
ま
し
た
。
人
口
は
約

71
万
人
、
面
積
は
１
，
４
０
０
平

方
キ
ロ
と
な
り
当
面
全
国
一
の
広

い
面
積
と
な
り
ま
す
。

政
令
市
移
行
に
と
も
な
う
国
・

県
道
の
管
理
な
ど
、
権
限
委
譲
の

内
容
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
い
っ
そ
う
の
推
進

に
向
け
、「
大
都
市
行
財
政
制
度

調
査
特
別
委
員
会
」
を
６
月
議
会

で
新
た
に
設
置
し
、
現
在
取
組
ん

で
お
り
ま
す
。
私
が
委
員
長
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

静
岡
市
と
清
水
市
の
合
併
後
３

年
目
を
迎
え
、
政
令
市
移
行
に

伴
っ
た
新
総
合
計
画
も
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民
の
生
活

視
点
、
将
来
の
都
市
像
の
あ
り
方

等
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
提

起
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

市
民
は
悶
々
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。「
い
っ
た
い
、

静
岡
市
型
政
令
市
と
は
ど
う
い
う

都
市
を
目
指
そ
う
と
す
る
の
か
」

が
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
と
い

う
現
実
が
あ
る
た
め
で
す
。

私
が
提
起
し
て
き
た
都
市
づ
く

り
視
点
に
「
Ｔ
字
型
都
市
像
」
が

あ
り
ま
す
。
福
祉
、
教
育
等
の
幅

広
い
分
野
に
対
す
る
行
政
対
応
の

充
実
、
そ
し
て
一
方
で
「
ら
し
さ
」

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
い
か

に
出
し
て
い
く
か
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

政
令
市
移
行
で
新
総
合
計
画
を
策
定

田中　敬五
静岡市議会議員
（日立空調）

静岡市
政令指定都市
ガイドブック将

来
の
都
市
像
を
模
索

将
来
の
都
市
像
を
模
索

市 政
だより

市 政
だより

今回増改築された校舎は「安

全で、児童や先生などみんなに

やさしい学校づくり」をコンセ

プトに①施設のバリアフリー

化（手摺り、スロープ、多目的

トイレ、エレベータ等）、②防

犯対策（屋内外の監視カメラ）、

③地球環境に配慮した設備（太

陽光発電設備20kw）を備えて

おります。

これらの恵まれた環境で次世

代を担う多くの子どもたちが、

健やかにそして感性豊かで思い

やりのある大人に育っていくこ

とを、市として、そして地元住

人の１人として温かく見守って

いきたいと思っています。市 政
だより

日立グループ議員団

所属議員の市町村で

の取組みを紹介します
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